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費
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舭
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r

f

顯

取
つ
て
寧
ろ
不
患
議
な
位
ま
で
に
觅
要
な
»
»
に
な
つ 

て
：居
る
。
カ
ン
ト
及
へ
ー
ゲ
ル.が
31
に
大
な
る
營
狻
分 

に
な
つ
て
居
る
こ
^
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
併
し
彼
の
最 

-

終
の
據
ひ
處
は
マ
ル
ク
ス
及
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
唯
物
史
觀 

:re
あ
つ
た
。
彼
は
謂
ふ
。

一
八
四
八
年
は
予
に
取
つ
て 

重
大
な
意
義
を
有
つ
"
即
ち
同
年
に
於
け
る
反
動
論
者 

憲
法
論
者
"
E主
々
義
潘
、
®h
會
主
義
者
の
言
動
は
予 

の
.若
ぃ
心
^
眞
善
茈
^
就
て
.絕
對
的
根
本
的
の
確
固
た 

る
、見
地
を
得
ん
と
す
る
熾
烈
な
欲
求
を
喚
起
し/a。
當 

:

時
神
や
敎
會
に
何
等
の
權
威
も
意
義
も
認
め
な
か
つ
た 

;

_

 

…

1

.

,

予
に
取
つ
て
は
此
欲
求
は
遺
る
瀬
な
い
精
神*

4

の
煩
悶 

ス
，は
ョ
セ
フ
‘
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
を
紹
介
し
て
；

|:>f

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
巧
其
の
間
の
哲
學
的
探

求
の
途
上
遇
々
フ
ォ
ィ
エ
ル
パ
ッ
ハ
に
遭
逢
す
る
は
及 

ん
で
予
は
甚
だ
得
る
處
が
あ
つ
た

(

以
上
意
譁
i
v
o 

そ
し
て
见
^
予
の
沿
を
醫
し
て
く
れ
れ
も
の
は
一
八
四 

九
年
コ 

'
ン
に
於
、け
る.共
産
黨
員
の
處
刑
k
際
し
て
、 

新
聞
に
現
は
れ
た『

共
產
黨
宣
言』

で
あ
つ
た
。
併
し
舉

ヨ

セ

フ

，
、テ

ィ

^
—

ツ

ケ

ン

'

:

 

:;

.■;
::

の

社

會

主

義
_
物

論

：
'
;

力

i

一
八
七
ニ
年
の
海
牙
國
際
勞
働
會
議
：の
席
上.で

.ル

.。■マ
ル
ク
.

日
ぐ
"

「

妓
に
吾
が
霈
の
哲
舉
者
ぁ
り1 ~
く
0
ラ

ィ

ブ

二 

，ソ
ツ
の
一
小
邑
に
於
け
；る
一
本
職
ビ
し
て
一
象
の
哲
學 

:

的
識
見
を
有
つ
ま
で
に
は
デ
ィI

ツ

ゲ
ン
一
は
無
論
多
く 

の
1
想
上
の
糧
を
獎
求
し
た
が
殊
に
デ
カ
ル
ト
及
ス
ビ 

ノ 

V
0唯
心
論
的
世
.界
魏
が
唯
物
論
的
の
彼
の
哲
學
に

'

第

十

五

猞

(

Y

H

H

1

)

雜

錄

：
a

.

セ
7

®.

ア
イ
！

ソ

ゲ
シ
：
の
，
社

食

生

義

唯

物

論

笫
十
號

七



第
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卷

c
l
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D

雜

錄

.a
t
o
e
l
v
イ
ー
少
デ
ゾ0
社
#
虫
義
唯
物
論
 

第
十
號
七
ニ 

竟
予
の
最
も
負
.ふ
處
：の
多
か
っ
た
も
の
はI
A五

九

，た汐すれば興れは彼の獨创

^
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン 

に
公
刊

.さ
れ
.た
.マ
-:
'ル
ク
ス

0
,

『

經
讓
批
判

』

丨
$
 

.ゲ
^
.ス
以

外

の

_

は
«
»
£的
哲
學
者
例
へ
ば
.ス
ビ
ノ 

其
の
序
文
に
次
の
如
く«
か
れ
て
あ
っ
た——

人
間
が
.
ザ
、
办
ン
ト
なV 」

の
影
響
ト
.に
依
る
i
の
で
あ
ら
ぅ
。 

其
の
ロ
常
の
麵
_
を
得
名
方
法
.又
は
時
代
が
其
の
h

k
兎
|;
:

角

彼

は

唯

物

史

觀

を

自

己

の

も

の

ミ

し

是

を

社

會
 

^
行
す
る
文
化
奶
水
準
は
へ
其
：の
時
代
が».
1£
善
、神
自
一
主
義
唯
物
論

(Social-Democratic 

M
a
t
e
r 

一

 a
l
i
s
m
)
s

と 

由
不
滅
、
哲
學
政
治
法
律
を
認
識
す
る
又
せ
ね
ば
な
ら.一
呼
ん
だ
。
日
ぐ「

精
神
を
以
て
視
聽
觸
感
に
上
る
現
象 

ぬ
精
神
的
立
脚
地
或
は
方
式
を
決
定
：す
る
ど
し
。⑴
乃
ち.
其
の
他
一
切
の
現
象
を
劍
造
す
る
形
而
上
學
的
原
始
實
：
 

デ
イ
ー
ッ
ゲ
ン
は
マ
ル
ク

.

ス
の「
經
濟
學
批
判j

に
、
更

體

(

U
日
u
s
>
e:tる
t
i.を
擧
寛
罷
め
な
い
®
逸
舰
彰 

に
局
.限
を
許
ぜ
ば
其
の
例
の
序
文
に
最
，
^K

處
が
あ
論
の
迷
妄
の
究
明tf

必
然
的
に
社
會
庄
_
唯
物
論
を
—
 

つ
た
^
謂
ふ
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
哲
學
は
今
日
起
；す
る0.後
者
^『

社
會
主
義』

な
る
語
の
冠
せ
ら
れ
る 

一
般
に
主
ビ
し
て
一
八
四
五
年k
著
さ
れ
た
例
の
十
一
所
以
は
、
物
質
即
ち
人
類
社
會

.の
經
濟
的
條
件
は
：、
典 

個
條
ょ
り
成
る
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
批
評
論

(
エ

ン

ゲ

の

，上
に
立.っ
，
法

律

上

及

政

治

上

の

上

層

構

造

.雄

^

哲

學 

:

ル
ス
の
フ
ォ
イ
H
Vパ
ぶ
ぐ
論
附
錄)

に
認
め
ら
れ
る
|
宗
敎
其
の
他
の
他
«:
1

0
各
歷
史
的
時
代
に
於
け
る 

?
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
デ
イI
ッ
ゲ
ン
ビ
て
.

最
後
の
說
.明
と
な
る
處
の
基
礎
を
形
成
す
る
、s
い
ふ 

-

も
マ
ル
ク
ス
か
ら
得
た
哲
學
的
影
響

VJ

し
て
は
恐
ら
く
事
を
最
初
..に明
確
に
.宣
言
し
た
も
.の
が
社
&
主
_
者
.た 

彼
の
哲
學
外
緣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
？
從
っ
て
る
マ
ル
ク
ス
及
エ
ン
グ
ル
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。
從
來
は 

,若
し
彼
が
唯
物
史
觀
に
何
等
が0
哲
學
的
根
據
を
與
べ
人
類
の
存
在-5
:
其

：
の

意

.
_
が

ら

說

明

し

た

も

の

で

ぁ

る

が
、
令
は
全
く
反
對
に
人
類
の
存
在
即
ち
經
濟
的
立
場 

即
ち
麵
*
を
得
る
方
法
及
方
式
か
ら
其
の
意
：識
.が
說
明 

さ
れ
る
し
。⑶
斯
く
謂
ふ
、
デ

ィー

ッ
ゲ
ン
は
エ

ン
ゲ
ル
ス 

.
及
マ
ル
ク
ス
の
言
說
を
殆
ど
逐
字
的
に
踏
襲
し
て
居
る 

が
、
彼
は
之
を
如
何
に
哲
學
的
に
展
開
し
て
行
つ
れ 

.
か

.0
具
體
的
に
言
へ
ば
：マ
：ル
ク
ス.が
充
分
な
哲
學
的
園 

明
を
.欠
い
た
が
爲
に
：

「

人
間
の
#
在
か
ら
其
の
意
識
が 

說
明
S
れ

る」(

、
デ

ィ

ー

ッ

ゲ

ン

)

換
言
す
れ
ば「

人
間
の
，
 

存
在
が
其
の
意
識
を
決
定
す
る

」(

マ
ル
ク
ス)

こ
.

>

)

に 

:

就
て
•，
興
僴
の
.關
係
即
ち
其
れ
が「

因
果
關
係」

で
あ
る
： 

か
，「

條
件
の
關
係」

か「

屯
行
關
係」

か
が
不
明
ミ
な
り
、 

h
其
處
に
生
ず
る
唯
物
史
觀
批
判
上
の
最
も
量
大
な
#
點 

に
.
對

し

て

、

デ

ィ

1

ッ
ゲ
ン
は
如
何
な
る
光
明
を
與
へ 

る
も
の
で
あ
る
か
。
私
は
兹
に
彼
の
哲
學
を
万
免
其
れ 

に
依
つ
て
唯
物
史
觀
を
批
評
し
や
ぅ
^
す
る
も
の
で
は 

な
い
、
唯
彼
の
所
說
其
の
賺
の
紹
介
に
出
來
る
限
り
誤"
 

の
少
い > 」

ビ
を
期
す
る
丈
り
に
本
稿
の
.使
命
を
終
せ
れ 

第
十
五
餘
c
n
n
H
H

)

雜

錄

ヨ

セ

フ

ム

ァ

ィ

ー い
.
'
#
-
\
3
思
^

。

0
 

::

U.

先
~づ
デ
ィ
J

ツ

グ
シ
の
辯
瞪
的
世
界
觀
祀
依
る
£
反 

對
、
’相
對
"
混
合
多
種
等
の
合
一體
が

1«
:界
で
あ
つ
て
、

一
世
界
即
自
然
、自
然
即
唯

I

實
在
即
.絕
對
眞
理
で
ある
。
 

世
界
或
は
絕
對
眞
理
歡
，其
れ
自
身
ど
し
て
の
性
®
を
具 

有
せ
ず
唯
總
合
體
的
：性
質
を
有
ず
る
の
み
で
あ
る
。
乃 

ち
开
は
形
.}
TO
上
的
の
も
の
で
も
な
く
又
形
而
下
的
の
も 

の
で
も
な
い
、
ニ
者0
ー
ら
で
は
な
く
て
兩
#
^
包
溶 

す
る
も
の
で
あ
る
:'
°
开
«
永
久
無
限
常
住
普
遍
の
物
其 

れ
.自
體
で4

る
そ
し
て
.弗
の
®
現
が
自
ら
宇
庙
を
構
成
，

一
す
る

，
そ
乙
で
宇
宙
i
は
經
驗
.さ
れ
.得
る
凡
ゆ
る
相
櫞 

>

變
形
"
#:
類
0
物
1

竝
；に
.精
神
的
現
象
の
相
互
關
係
：
 

の
W
で
ハ
個
々
0
現

象

は

；
藤

て

ニ

'時
的
、
有
限
的
、.活
：
 

.動
的
、
相
對
的
眞
理,
1
:
0
:
而
が
も
蓄
或
：は
：絕
對 

羼
规
は
其
の
有
限
的
現
象
則
ち
相
對
眞
规
と
同

」

物
で 

あ
る
こ
ビ
、
恰
も
.

の̂
#
處
に
生
ず
る
_
木
^
於
け

,ソ
ゲ
ン
の
：社
會
生
義
唯
物
論
：
 

,

第

十

號

七

吞



飧

屮

茳

卷

(

ー
三
3

四
>
 

雜

錄

ョ

セ

7

。
デ
ィ
，
丨
ッ

.

ゲ
ソ
の
社
會
.
虫
.
唯
物
論
 

够
卜
：媿

U

四

名」
が
如
く
.で
あ
る
。，絕
對
眞
理
ど

_
對
提
理
宇
诳
ビ
宿
る
の
：で
は
な
：く
て
|

」

.
精
#*
に
餘
つ
て
悤
.彰
？
れ
ね 

個
々
の
瑰
象
、！

帶
の
淼
林
に
就
て
の
其
の
森
淋
？
樹
對
象
の
中
に
宿
る
、
.：
其

.
の

對

象

は

吾

人

は

宇

宙

ビ

命

名

. 

木

ど

の

路

別

は

吾

^
の

觀

全

上

の

區

別

.に
過

，
ぎ

な

い

の

す

る

」(

(5
)「

絕

對
$
相

戴

？

は

超
^
然

的

ぺ

分

離

？
^

.で
、
實
在
は

一
個
の

'^
#
在」(AU-EXIStene

に
歸j

も
の
で
な
い
、
兩
者
は
傷
織
關
聯
し
て
無
數
め
有® 

さ
れ
る
。
宇
笛
な
く
し
て
個'々
的
现
象
は
.な
い

ヒ

共|

か
ら
成
る
.無
限
を
作
1
'有
限

は

：
其

：.れ

自

身

の

中

に

無
 

K
、
.個
別
的
現
象
な
く
し
て
宇
宙
は
在
り
得
な
い
。
を

\

限
の
性
質
を
舍
有
す
る/
(0
)「

©
性
成
>は
溆

知

は

：
能

動

的
 

し
て
吾
人
の
認
識
し
得
る
も
の
は0

的
眞
理
成
は
個|

客
«
或
は
客
觀
的
作
用
で
あ
る>开
は

恰

も

^
:
*
、
^

流 

_

別
的
現
象
で
、.絕
對
眞
理
或
は
.
0然

其

れ

自

體

は

是

を

樹

木

の

長

成

，
、

3石
?|
の
3
己
，分

解

其

の

：

.他
の

.
自

然

现

象 

.

直
搂
に
S
識
す
る
こ
ミ
は
出
來
ず
、
他
其
の
顯
現
、
.現|

ビ
同
#
で
*:
る
.。
人
類
の
頭
®
中
に
於
て
'意
識
.的
成
は 

象
を
通
じ
て
知
-
得̂
る
..の
み
で
あ
る
。
然
ら
ば
現
象
の

|

無
意
識
的
^
生
'®
す
る
悟
性
或
は
思
惟
は.其
，の
#
料VJ 

背
後
に
絕
對
眞
理
，
總
合
體
的
自
然
が.存
茌
す
る
ビS

同

樣

に

：
確

か

な

現

實

在

0
瑰
象
で
.あ
る
。
此
作
用
を
外 

;

ふ
事
を
吾
人
は
如
何
に
し
て
知
る
か
、
此
知
識
は
何
處
部
的
で
な
く
內
部
的
の
：威
覺
に
依
つ
て
覺
知
す
る
ど
い 

;

ょ
り
來
る
か
。
私
は
ー
デ
ィ|
ッ
ゲ
シ
に
依
り
て
是.に
答

\ 

.ふ
事
は
ク
其
，,0
知
的
作
用
を
以
1:
物
質
的
^
知

覺

，
$

れ 

:
.
;
へ
る
前
に
今
少
し
く
彼
の
形
而
上
學
上
の
立
場
を
明
か
る
性
，質
の
も
の
ミ
な
す
を
毫
も
妨
げ

«
い
。一

塊
の
右 

に
せ
ね
ば
なる

ま

い

。
日
く「

絕
對
眞
理
は
總
合
體
的
片
が
外
部
的
に
知
覺
さ
れ

.る
か
內
部
的
に
思
惟
さ
れ
る. 

眞
挪
.に
外
な
、b
な
い
が
开
は
糈
神
の
中
に.#?
令

の

で

は

か
0.
.間
の
些
細
な
相
異
は
ヽ
兩
知
覺
が
物
質
的
、S
然

_

 

な

善

I

少
く
ビ
も
|

何
處
よ
1

4
神
I

戰

l

l

f
 

l類
t

の
f

す
る
に
I

の
差
岡
を
も
來
さ
な
い
。
頭
腦
の
作
用
が
心
臓
の
鼓
動
れ
た
、
蓋
し
'彼
等
は
物
質
ど
精
神
ビ
が
同
一
純
源
？
 

e
同

I

の
範
疇
に
S

ぬ
ビ
す
る
理
由
が
何
處
に
ぁ
る
の
も
の
？

言
ふ
こ
蓋
兩
者
が
相
.互闕
係
に 

か」

0)
耍
す
る
に
絕
對
眞
理
ビ
此
界
ミ
は
同 

一
0
t 

0

立
卿
す
f

い
ふ
事
に
迷
妄
で
ぁ
つ
れ
が
爲
で
t

o
 

の
世
界
は
自
然
現
象
の
世
界
即
ち
物
的
現
象
の
®
界

以

•
：
，吾
々
.社
育
主
義
唯
物
論
者
に
取
つ
て
は
宇
宙
的
物 

外

の

世

界

で

な

く

、

心

的

.か

象

i

物
的
現
象
の
.

1

部

\

猶(

S

I
 le

r
)

は
本
質(

s
u
e
)

で
あ
つ
て
精

R
過
ぎ
ず
、

一
切
の
現
象
は
個
別
的
に
世
界
に
對
し
全 

部
，̂J

ー
：
部

の

關

係

を

^
.っ
か
故
に
其
.處
.に
超
自
然
的
唯
._ 

| 

心
論
的
精
神
な
る
も
の
はな

い

^
«.ふ
の

で

あ

る

‘

斯 

ぐ
て
彼
の
哲
學
は
形
而̂1

學
上
に
は
實
體
ー
元
論
と
な 

る
の
：で
，
若
し
ス
ピ
ノ
、ザ®
學
が
唯
心
論
的
實
體
一
元 

論
だ
ビ
す
れ
ば
、
デ
ィ'
1
.ッ

」

ゲ
ン
の
社
會
主
義
哲
學
は 

唯
物
論
的
實
體
一
元
输
ど
見
ら
れ
る
。
尙
私
.は
以
上
の 

彼
の
所
論
を
51
に
追
求
す
る
乙
ビ
に
依
つ
て
認
識
論
上 

の
實
在
論
に
到
達
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

III’

日
く「

fa
存
す
る
.物
力
べmatter-force )：

所
謂
宇
宙
若 

く
は
實
在
は
#•
學
漭
及
哲
學
者
の
頭
®
中
で
神
祕
化
さ

第
-
hJL
港

(

一
H
H五〕

雜

錄

E1
セ
フ
々
デ
イ
ヰ

神
は
放
射
現
象(Ipadence)

で
あ
る
。
經
驗
し
#
ら
れ 

る
現
象
が
種
源(

或
味
原
恩
で
あ
つ
て
知
ガ
は
其
の
一‘ 

鐘
類
一
形
態(

•&
は
結
*)

で
あ
る
。
然
る
は
楚
^
反
し 

て
’總
で
の
宗
敎
的
哲
學
的
觀
念
論
者
は
觀
念
を
以
で
原 

始
的
の
も
办
原
因
的
の
も
ゆ
乃
至
根
本
的
の
丸
ど
す 

る
。
彼
等
^
依
れ
ば
吾
人
の
視
た
ト
聽
い
ね
り
觸
知
し 

た
b
す
る
も
の
は
知
的
現
象
で
あ
る
、
何
故

«
れ
ば
.其 

處
R
は
知
力
を
必
要
菩
る
から

で
あ
る
o
社
會
主
籤 

唯
物
論
ビ
雜
もI.

面
之
を$£

定
す
る
、
併
レT

方
知
力 

の
存
在
ミ
共
に
又
他
方
は
物
質
の
存
在
を
認
め
ね
ば
な.
 

ら
ぬ
4
知
カ
：思
惟
意
識
及
認
黎
の
存
在
が
な
け
れ
ば
な 

•&
似
。
を
し
で
此
事
が
根
本
的
主
要
の
事
で
あ
る

」

。「

®

クゲ

>
‘ 

s

社
#
ま
^
1

論 

第十號七芄



準

_
 

C
! mH'4

ベ)

雜

錄

£j

：

セ
フ
み
ィI

 

は
總
て
'0
物
を
种
«
し

得

べ

き

原

子

に

還

元

'
し

や

ぅ

と 

す

る

舊.唯
物

論

に

滿

足

せ

ず

」
「

物

な

る

概

念

を

遙

か

に

. 

鱗

大

し

て

其

れ

を

以

て

」
「

總

て
0
實
在
的
現
象
が
歸
屬 

1
る
$
共
に
人
間
の
姐
惟
カ
も
其0
ニ
部
を
成
す」

ど 

す
る
と
同
時
化
、

「
總
て
の
自
然
現
象
を『

觀
念』

.
或
は
一 

『

知
的
現
象』

ビ
稱
え
る
舰
念
論
^
對
し
て
、
自
然
現
象
一 

は
決
し
て
物
其
れ
自
體
で
ば
な
い
が
併
し
其
れS

A
 

の
感
覺
に
對
す
る
對
象
で
あ
る
ビ
言
ふ

.
に
あ
る
。
主
觀 

的
感
情
乃
ち
靈
魂
或
はa'
心(

观
性
又
は
悟
性)

i

え 

ら
わ
る
#
殊
の
?a象
も
亦
吾
人
の
馨
の
.重
で

あ

る| 

办
ら
、
事
物
を
主
»
€客
觀
ご
に
區
別
す
る
必
耍
が
な.

い
客
勸
的
^
‘物は
唯
主
觀
的
に
の
み
知
鐵
さ
れ
得
る

— 

と
同
時
に

X
其
の
反
對
が
言
へ
る
。
兩

#
は
共
に
^
1E
一
 

し
共
妃
同
一
種
類
0
物
で
あ
る
。
換
言
す
る
ど
物
_
と 

:»
魂
ど
は
同
様
^
經
驗
3
れ
る
物
質
で
あ
る
J
.C
8)
、私
は 

兹
で
最
狻
の
問
題
即
ち認

識
の
起
源
^
關
す
る
彼
の
所 

說
に
移
る
が
、
與
の
前
妃
離
識
の
限
界
^
就
て
彼
の
言

少
デ
ン
.
0
逢̂
義
唯
物
論
：
 

七
六

を
聞
V
O
. 

' 

-

归
く「

恰
も
松
の
木
が
猶
物
が
る
め
有
限
的
性
質
を

有
す
る
ビ
共
に
總
合
體
的
自
然
：の
.無
限
的
性
質
を
併
有

す
名
如
く
、.人
類
0:
知

カ

ぢ

亦

十

面

限

ら

れ

た

特

殊

物

!.質
た
る
の
性
質
を
有
り
？
间
時
纪
、
宇
宙
の

一

部

ど
し

て
の
普
遍
的
な
性
質
を
有

0
。.

無
限
的
普
遍
的
字
宙
的

自
然
性
は
：:-

凡
ゆ
；
.a物
の
中
に
發
見
3
れ
る
而
て
孓

ゆ
，る
物
が
自
然
の
中̂

發
見
3
れ
る_

-

悟
性
或
は
認

識
も
亦
決
-して
例
外
に
は
«
ら
な
い」ogr

悔
性
次
k 
>

識
槌
の
カ
の
間
に
介
在
す‘る
ー
個
の
カ
で
ぁ
る
が
、
凡

ゆ
る
物
は
他
の
物
ヒ
共
^
存
在
す
る
時
相
互
に
制
限
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
吾
人
は
凡
ゆ
る
物
を
理
解
す

る

乙

ビ

ヵ
出
來
る
が
、
其
れ
と
同
時
に
凡
ゆ
る
物
を
觸M
愍
缺

覺
す
る
こ
と
が
出
來
る
、

」

そ

し

て

其

の
他
諸

般

の

素

質

(art }、
を
有
つ
が
、

「

各
素
質
は
他
の
素
質
を
制
限
す
る
、

而
か
も
各
素
.質
は
..其
れ
自
身
の
圏
ft
で
は
無
限
の
性
質 

を
有
0」

。(1
0
)

I
I
1 .

1
I
I

I

四 

have 

叫
 ssued and to 

which; thev 

will 
r
e
t
u
moJr 

予 

.
借
然
ら
ば
自
然
現
象
の
背
後̂
相
對
眞
现
の
背
後
に
，

が
絕
：對
輿
理
の
意
識
：が.本
有
的
，で
あ
6
唯」

の
.先
.大
.的
：
 

#
遍
無
限
絕
對
の
自
然
が'̂
る
こ
^
を
如
何
に
し
て
知
知
識
.で
あ
る
ビ
言
ふ
時
、.更
に
：予
の
言
が
此
本
有
的
意. 

る
か
。
吾
人
の
視
カ
{2
:
限
り
，か
有
る
が
如
く
吾
：人
の
知
識
の
經
驗
に
依
つ̂
觅
に
確
踯
さ
れ
る
こ

W
を
感
す 

g

に
も
亦
制
限
が
.あ
る
、
而
か
も
尙
患
等
の
物
に
就
て
一
る
。
吾
人
は
宇
宙
間
の
凡
ゅ
る
終
始
が
單
^
相
對
的
の

开
が
無
限
の
有
限
的
部
分
だ
ビ
い
ふ>

2
を
.知
る
。
是 

等
の
知
識
は
何
處
ょ
ら
來
る
か
。
答
へ
て
日
く

「

开
は 

_本
有
的
，に
意
識
ビ
共
に
與
へ
ら
れ
れ
知
識
で
あ
る
。
人 

の
寓
酿
ビ
は
人
類
の
.

j

部
宇
宙
の一

部
t
し
て
の
彼
の 

人
格
性
の
知
職
で
あ
る
ン
知
る
ヒ
は
意
識
內
に
寫
象
を
；
 

I

其
の
寫
象
が
物
體
の
寫
象
で
あ
る
€
の
寫
象
を
形 

成
す
る
こ
ビ
で
、
其
れ
等
は
雞
て
即
ち
物
：體
寫
象
北£ 

今
や
其
れ
に
發
し
や
が
て
其
れ
に
還
る
で
あ
ら
ぅ
處
の 

1.

個
のT

般
的
母
體
を
有
つ
Q

。know is to form 

pictures m

 

t
ho>
c
-o
n
s
c
l
o
u

{A
nn)
w
w 

that they are 

p
^
^
c
丨
 

res of: things 

which 

all

.'*'.

cr
o
t
h 

the pictures and 

things, possess a general mother from which

, 

they

年

宄

潘

O
H
3七>

m

M

日
女
フ
，
デ
イ

1 ;

終
始
で
あ
り
、
其
の
根
底
化
は
總
て
の
經
驗
の
盡
し
雛 

い
物
即
ち
絕
對
眞
理.の
橫
は
.る
こ
と
を
知
る
K
.併
し
幵 

は
吾
人
の
經
驗
妨
因
っ
て
で
あ
る
、
即
ち

「

吾
人
に
因 

つ
て
各
».
驗
が
>
ン
ト
の
所
謂
«
て
0
經

驗
.̂
優
越
す 

る
經
驗
0
:
1
.
部
に
過
ぎ
S
い
：'こ
と
を
知
.る
し
。「

物
的
世
：

:
界
の
：無
始
無
終
の
意
識
：が
本
有
的
だ
^
謂
ふ
だ
け
で
は 

:

甚
允
不
务
分
で
あ
っ
て
？11
^
予
は
次
の
ー
言
を
附
加 

せ
ね
：ば
な
ら
ぬ
、
即
冬
其
の
本
有.的
意
識
は
@
源
1.
;
於
：
 

て
一
個
の
，胚
子
ど.し
て
興
へ
：ら
れ
れ
0
,み
で
あ
っ
て
、 

今
8
あ
；る
が
如
&
J)
,の
；ミ
な
0.
:
た

の

は

其

の

後

の

生

存
 

競
爭
上
：0
經
驗
'と
性
的
選
擇
？
の
結
果
：̂あ
厶」

。§:私
： 

は
'此
最
後
の
1
句

に

彼

：
の
：.
認

騰

上

の

重

大

な

論

點

を

ン
ゲ
ン
の
社
會
ま
義
唯
物
論：
. 

笫
屮
傲：

七
七



li

m
t
i (

1
3
H八)

錄

■£
!

セ
.

フ
。
デ

ィ

ー

ッ

ゲ
V
0社
會

主

義

唯

物

論

M
.
E

見
ね
ば
S

&
ぬ
。
彼
は
*
來
の
哲
學
恩
想
0
:共
通
0
缺 

陷
は
滕
史
'0
:重
駆
_
;5
:
無
視
し
た
.己
ど
だ
ヒ
言
^
0其 

0
意
味
ば
入
類
の
_

_
の
其
の
§
^
依

.名

歷

史

的

進
 

無

視

；
し

て
.居
；
るビ
い
^
に

あ

る,0
私

は

氣

に

他

の 

锡
;/
^
彼
0
言
を
収
る
o日
くr

意
識
は
其
れ
隹
身
に
於
一 

^
無
«
の
意
_
で

あ
.

る
'

o
子
が
予
の
存
«
す

る

こr
t

を

一 

知
る
摒
，
矛
淞
予
自
身
を
存
在
の
一㈣
と
し
て
知
る
の
ノ
 

キ
あ
る
。
予
が
他
の
诌
然
物
ビ
共
に
單
な
る
其
の
一
微 

分
子
に
過
ぎ
な
い
處
の
此
存
在
此
世
部
が
、
無
限
の
世 

部
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬA3

言

ふ

事

は

.
、

«

驗

を

經

れ

思
 

■
機
胼
を
似
て
予
が
存
在
の
槪
念

(

0
0
1
^
で
0;
0
1
1

of be 

\

 

を

：分
析
す
る
ま

で
也
予
R
取
つ
て
不
明
の5

し

で
 

あ
る」

<1
5
;又
0
く「

批

判

的

認

識

論

は

，
經

驗

機

關

.其

れ

一 

自
身
を
經
驗
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ

」

。⑽
乃
ち
今
P 

「

«
»眞
理
と
し
て
;0
序
茁
の
.知
識

：
も

亦

ー

個

の

經

® 

さ

れ
:#
る

知

識

で

あ

り

、

他

，の

諸

家

の

知

識

及

凡

ゆ

る 

他
の
事
物
^
同
樣
に
1胚
子
ビ
し
.て
先
天
的
^
與
へ
ら

れ
：で
.居
I

そ

し

で

弁

は

無

限

の

中

に

根

源

を

有

->
.
，

敢

に

普

遍^

^

酒

苳

自

然§

^

ビ
^

關

係

を

旣^

.明

瞭

fc
意

識

し

て

居

る
A
類

の

精

神

(mind'v

ば

最

卑經
驗

に

依
9
て

得

ら

れ

た

：
知

識

ビ

本

有

的

知

能

：

®g

力

其

.の

他

€

を

特

に

引^

放
^

ぬ

で

あ6

5

」

。0

斯

く

彼

は

本

有

意

識

な

名

：も

の

を

認

む

る

に

枸

ら

ず

經

驗

論

を

取

：
つ

て
 

居

る

？

以
上
私
は
旣
に
多
く
の
紙
商
を
費
し
た
と
思
は
れ
る 

の
に
尙
不
備
の
.®
に
堪
え
な
い
。
肖
し
莕
し
不
備
ド
、デ 

ィ

一

ツ

ゲ

：シ

の

實

在

論

ヒ

經

驗

論

ビ

の

結

合

を

明

か

'に 

し

得*

€

し

た

らI

舊

，來

；
の

觀

念

論

S
經
驗
論
、
實 

在
論
と
唯
理
論
の
結
合
を
破
つ
；て
、
觀
念|%
ど
唯
理
論 

と
を
結
合
し
れ
カ
ン
ト^
對
抗
^
て
、
デ
イ
I
ツ
グ
シ 

が
實
在
論
ど
經
驗
論

i
を

結

，
合

し
^
，J

ど

を

明

か

：
に

し 

得̂

€ 

tft
£
、

私

は

戈

1

面

充

分

で

あ

.
る

や

ぅ

に

も 

思
は
れ
る
。
蓋
し
斯
く
し
て
彼
の
唯
物
論
は.徹
底
^
れ 

る
こ
ご
に
な
る
か
ら
で
ぁ
るo
そ
乙
で
私
は
彼
の「

唯

P
T
&

物
論
對
:«
#
論」

中
0'
次
.の
言
を
以
て
本
稿
^
終
る
む 

•;
0
ィ「

社
會
主
義
:«
物
論
亦
以
て
物
質(matter )

と
な 

す
名
の
は
針
量
し
得
べ&
物
_
乃

至

觸

感

し

得

ベ

き

物

に

限

;.
|
>
.
の
.で
な
べ
、
全
布
在(the; 

w'r
l
e 

real existence}

..

，
 

'

 

..

.

で
ぁ
る
。
序
宙(diverse )

に
泡
含
さ
れ
る
凡
ゆ
る
物

-
そ
し
て
凡
ゆ
る
物
が
宇
宙
に
包
含̂
れ
て
居
る
、

又
全
部(the

と
1

)

ど
宇
宙
ど

.は
1物
の
1ー
個
の
名
目
で 

ぁ
る——

其
'0
.凡
ゆ

る

_

を

社

會

主

義

唯

物

論

は

一

個 

の
•概
念
ニ
個
の
名
目
一
個
の
範
疇k
包
容
し
、
其
れ
を 

活
動
、
|
1
?
#
、
0,
紙
爽
ゆ
物
質
ぬ
唱
え
る
じ05
)
そ
し
て 

斯

く「

吾
人
社
會
主
義
唯
物
論
者
は
物
質
？
精
神S
の

. 

相
關
的一

槪
念
を
の
み
有
つ
が
故
に
、
所
謂
精
神
的
關 

係
お
4
政
治
、
宗
敎
遒
德
も
亦
晋
人
ば
是
を
物
質
的
條 

件

ヒ

,t
る
ハ
そ
し
て
吾
人

.の
動
物
瞅
要
素
は
人
間
的
要

■ 

素
に
時
間
の
點
に
於
T
先
行
す
る
^
故

に

、
.
吾

人

は

物 

質
的
勞
倾
及
パ
ン

w
V

タ
の
問
顧
を
以
で
總
で
の
擀
神 

的
發
鋒
の
棊
礎
ヒ
す
る」

(:
0
)':
'.

第
十
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'

_
術
的
創
作
に
忙
し
い^

を
は
政
治
±

.1
1
:#
上 

の
問
題
^
關
し
で
は
寧
ろ
無
關
心
で
あ
つ
た
。
彼
は
政 

R
お
い
て
は
自
由
主
義
者
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
， 

そ
れ
妹
瘦
齡
的
で
あ
つ
お
に
過
：ぎ
な
い
。
乍
然
彼
の1

牢

號

八

o 

會
問
題
^
對
ず
る
無
關
心
は
、
彼
に^

つ
て
自
然
0
も

.
 

の
でS

な
.い
。
彼
は
：仑
の
_
に
深
く
社
會
主
».
,的
精
：神 

を
藏
し
て
ゐ
た
。
彼
の
こ
れ
ま
で
に
爲
し
遂
げ
た
多
く 

の
こ
ビ
は
こ
の
精
神
の
體
：現
で
あ
つ
ね
。け
れ

ど

も

彼 

|

が
社
會
主
翁
晚
»
神
を
實
際
連
動
ミ
し
た0
は
、
ニ
つ 

一
の
事
柄
が
、
そ
の
：機
緣
を
な
し
て
ゐ
る
。

「

*
代
建
築
保 

謎
協
會」

the Society for the Protection of A
n
d

丨 

ノ 

g
t

“Buildings

ビ

n東
方
問
題
同
志
會」

th

しEastern 

Question Assodaticn 
€ 

.に
關
係
し
た
， ̂€ 
が
、

-

j 
れ 

一
で
あ
る
。

古
代
建
築
.保
護
協
會
は
永
い
歷
史
を
持
つ
て
ゐ
る
。 

j 

3ぅ
し
'て
そ
れ
は
、
幾
多
の
英
國
の
鄕
土
藝
術
を
、
そ 

y

の
破
壤
か
ら
救
0
た
0
で

ぁ

る

。

來

方

問

題

同

志

^

は 

:
'
■

當
時
の
政
治
的
問
題
の
急
に
應
す
る
^
め
に|1
1
織
さ
れ 

.
た
も
の
で
、
を
の
目
的
が
成
就
せ&
れ
る
ミ
共
に
*
散

し
れ
。
古
代
建
築
保
護
協
會0:
事
藥
か
&
出
發
し
て
、 

彼
^
»
術

'0
,原
理
を
_
演
す
る
；こS.
.を
始
め
、
5
5し

て
エ
底
の
龃
合
の
組
織
者
ミ
な
り
指
導
者
ど
なo
々
o 

策
方
偶
題
^
志
會
は
彼
を
し
て
社
會
主
義
へ
改
宗
せ
し 

め
た
第
一
步
で
あ
つ
た
。
藝
術
的
紕
會
主
義
者
で
あ
る 

Morris

に
對
し
て
は
、
こ
の
二
つ
の

g

體
ビ
の
交
涉
は 

甚
だ
意
義
が
あ
る
。
英
國̂

ぉ
け
る
貴
重
な
古
代
の
建| 

築
は
、
是
迄
に
數
限

&
な
く
破
墩
せ
ら
れ
、
ま
た
は
醜

| 

惡
な
修
復
が
施
^
れ
た
。
藤
術
好
愛
家
は
當
事
者
の« 

見
識
を
憤
つ
れ
。
け
れ
ざ
も
圓
體
的
勢
カ
を
持
つ
て
ゐ 

.な
ぃ
個
人
の
抗
議
は
何
等
の
反«
を
蔬
§
起
さ
在
か
つ 

た
。M

o
a
s

が
古
代
建
築
の
破
壤
を
防
衞
し
、
之
紀
抗 

_
す
べ
き
幽
體
の
必
要
を
感
じ
た0
は
千
八
百
七
十
六 

年
の
秋
の
‘

で
あ
つ
た
？
彼

はL
i
c
h
M
d

 catked- 

r
a
l

の
修
復
の
こW

を
聞
き(

脅
た
千
八
百
七
十
七
年、
 ̂

の
3
月
に
は
、Tewkesbury 0-Abbe}r. Church

:

が 

正
：に
着
手
.さ
れ
ん
:
す
^
こ
：

w:

を
：：®
に」

た
。
當
時 

±
V.:.GV. stê

ens.:

は
屢
々
新
聞
紙.Atbenseom '

に
お
い 

て
古
代
建
築
保
讓
の
ご
ビm
ゥ
い〕

で
諭
じ
た
，
。Morris 

> 

第

十

{
? il@1

)

離
.
錄
确
會
思
想
¥
vし
一

ば
2
月
五
日
に
こ

の
新
聞
紙
紀
一
文
を
送
つ
て
、
古
代 

建

築

の

保

護

を

主

張

し

、

其

の

•

謀

な

破

壤

ど

修

«

ど 

fc
對
し
て
抗
議
す
ベ
き
一
圈
體
の
：存
住0'
必
要
な
る
.

」 

ミ
を
提
«
し
た
。

反
響
は
直
ち
に
あ
つ
た
。

が
こ
の
窬
翰
^
發 

表
し
て
か
ら1

ヶ
月
.足
&
す
で
？
古
代
建
築
保
議
協
會 

は
設
立
さ
れ
、
彼
ば
を
の
跡
書
ビ
な0
た
0
彼
は
、
協 

畲
の
古
代
建
築
W
對
す
る
態
度
を
表
明
す
る
趣
旨
書
を 

書 

srt
o

1 最
近
の
'五
十
年
.間
に
お
い
て
、
他
の
感
情

.
6同
じ 

や
ぅ
に
、
古
代

_
術
の
紀
念
物
^
對
す
る
新
し
ぃ
興 

,
味
が
起
つ
た
。
さ
ぅ
し
そ
は
宗
敎
的
、
歷
史
的 

W
術
的
硏
究
の
最
も
輿
味
あ
る
對
象
ビ
な
り
、
そ
れ 

等
0.「

熱
情
の
的
ど
な
0
,た
。
こ
の
乙
€
は
勿
論
現
代 

の
，利
益
で
あ
る
。#
然
、「

吾
々
は
、
I
し
も
現
在
の 

是
等
の
も
の
に
對
す
を
取
扱
方
がa
.ほ
存
績
す

る

な 

ら

ば

、
：
：
蒂

々

0
.子
孫
ゆ
、
~是
等
の
も
の
が
研
究
の/2

、
0 '
:
サ
キ
リ
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